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 日常生活において、自分自身が

くり返している行為に、どのような

意義があるのか、考えたことはあり

ますか？例えば、食事はどうでしょ

うか。先日、今春オープンした学内

の食堂に行ってきました。ちょうど

お昼の時間で、多くの人でにぎわっ

ていました。大勢で話をしながら食

事を楽しんでいる学生、一人で味わ

いながら食事をしている学生、その

食事風景はさまざまでした。『デジ

タル大辞泉』（電子ブックで所蔵）

によると、食事とは、栄養をとるた

めに、習慣的に毎日何度かものを食

べること、また、その食べ物を指

す、ということです。私たちは食事

という行為を通して身体に栄養をと

り入れ、健康の維持や活動の源にし

ているということですね。 

 この日常生活においてくり返して

いる食事について、さらに踏み込ん

だ見解を示している人がいます。そ

れは料理研究家の辰巳芳子*です。

辰巳は料理研究を通して、“食は命

の営みである”という理解にたどり

着きました。また、日々くり返すこ

の“命の営み”の中から、生命の手

応えをつかむことができる、とも指

摘しています。生命の手応えを手に

することは、非常に重要な意味を

持っています。食事という行為を通

して私たちは命の営みを繰り返し、

生命の手応えを得ることで、自分の

生命に信頼を感じることができるよ

うになるからです。さらに、この生

命への信頼は、揺るぎのない希望を

生み出し、より善く生きることを追

求（つまり、福祉）し、実現してい

くことにもつながっていきます。 

 いかがでしょうか。湧き出てくる

揺るぎのない希望の根源は、日々く

り返している食事という行為に見出

すことができるのですね。そう考え

ると、食事という行為は、なかなか

奥が深いですね。 

 他にも、日々くり返しているさま

ざまな行為について、例えば、研

究、学問、化粧やファッションの追

求など、それらの意義を解き明かし

てみたいと思いませんか？日々くり

返す行為にどのような価値があるの

か、根源を何に見出すことができる

のか、考えてみたい人はぜひ、図書

館で本を手にとって疑問を解明して

みてください。本学の水田記念図書

館には、あなたの疑問に十分にこた

えてくれる書籍や雑誌が数多く待ち

受けています。 

 

*辰巳芳子の所蔵資料 

・「辰巳芳子の旬を味わう」    

  (596//Ta95) 

・「あなたのために」 

  (596.3//Ta95) 

・「天のしずく : 辰巳芳子"いのち 

  のスープ"」 

  (DVD 596//Ka95) 
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城西大学水田記念図書館報 

■ 日々くり返している行為とその意義を解明してみましょう ■ 

現代政策学部 准教授 真殿 仁美 



 

×他人のレポートを丸ごとコピーする 

×Twitterなどで他人の発言内容をコピー 

 して自分の意見のように発信する 

×新聞や雑誌を撮影したものをそのまま 

 Web上にアップロードする 

 
 悪気がなくてもこういった行為は他人の著作権を 

侵害することになります。  

 レポートに引用するときだけでなく、Twitter、

Facebook、ブログなど身近なところも例外ではありま

せん。 

  引用は著作権法で認められていますが、 

「自分の文章が“主体”であること」 

「引用箇所がわかるようにすること」 

「必ず出典を明記すること」 

 といった明確なルールがあります。             

   図書館のコピー機にも著作権法で「図書館の資

料のみ」複製が許可されるというルールがあります。 

  インターネットで情報が簡単に入手できる時代にな

りましたが、先人の知的努力に対する敬意を表すと

ともに、講演会に参加して情報の真偽を見分ける力

「情報リテラシー」を身につけましょう。 

ラウンジにいるようなリラックスした中で本にまつわるトークが聴ける、ライブラリーラウンジ。 

講師には地域の方々や先生をお招きします。学部・学年の枠を超え、人生の先輩とともに語り合いませんか。 

  地域アドバイザーミニ講演会 

「日本とアメリカ合衆国での生活から見えたもの」 
 5月19日、図書館視聴覚室にて開催し、計61名の参加がありました。 

 講師の松本さん（図書館地域アドバイザー）からは、授業では聞けないアメ

リカの歴史と現在や、肌で感じられた日本との生活の違いなどのお話がありま

した。 参加者からは「歴史は苦手だったが、アメリカの歴史に興味がわいた」

「将来海外での生活を試みたいと思った」などの声があり、大好評でした。 

 

 地域アドバイザーミニ講演会 

長年、人事として新入社員の採用に携わってきた馬場さ

んから、会社で働くことや採用の視点を学びます。就活だ

けでなく、現在の学生生活から社会人になってからも、何

か物事に取り組む際に役立つ内容です。 

  

アメリカ在住40年の数学者、加藤先生が見たアメリカの学

生事情についてお話いただきます。数学の魅力を交えた

ユーモア溢れるトークは必聴！文系の方も楽しめます。 

図書館主催 著作権講演会を開催します 

ライブラリーラウンジ 

「知って得する会社の取組内容」 

講師：地域アドバイザー 馬場 純一さん 

日時：6月17日 （水） 4限（15:10-16:40） 

場所：図書館 2階 視聴覚室 

報告 

予告 

図書館主催 講演会 

「知っておこう著作権」 

日時：6月30日（火） 3限 （13:30-15:00） 

場所：18号館101教室 

講師：大亀哲郎氏 (日本ユニ著作権センター) 

「数学者が見るアメリカの学生」 

講師：加藤五郎先生（カリフォルニア州立工芸大学教授） 

日時：6月29日（月） 4限（15:10-16:40） 

場所：図書館 2階 視聴覚室 

予告 

お申し込みは図書館カウンターまたはlibrary1＠josai.ac.jpまで。 



各アドバイザーの得意科目や一言コメントは、BookMark5月号や図書館HPの学生アドバイザーのページに掲載し

ているので、そちらも併せてご覧ください。 

学生アドバイザー通信 メールアドレス：libadvis@josai.ac.jp 

ホームページ：http://libopac.josai.ac.jp/apply/adviser.html 

以下のシフトで1階カウンター横と3階シラバスルームに常駐し、学習のサポートをしています。 

所属…GBM=大学院経営学研究科、GKM＝大学院薬学研究科、 

      ZM＝経営学部、LS＝現代政策学部、EE＝経済学部 

                       (月) (火) (水) (木) (金) 

１限   
北裏(ZM) 

小嶋(GBM) 
嘉藤(EE) 

春田(LS) 

小嶋(GBM) 

北裏(ZM) 

小嶋(GBM) 

２限 
田口(ZM) 

嘉藤(EE) 

星野(ZM) 

小嶋(GBM) 

吉田(LS) 

嘉藤(EE) 小嶋(GBM) 
小嶋(GBM) 

嘉藤(EE) 

３限 
田口(ZM)・大倉(GBM) 

小嶋(GBM)・嘉藤(EE) 

星野(ZM)・吉田(LS) 

北裏(ZM)・田口(ZM) 

田口(ZM)・春田(LS) 

星野(ZM)・嘉藤(EE) 

春田(LS) 

星野(ZM) 
田口(ZM) 

４限 
嘉藤(EE) 

春田(LS) 

星野(ZM) 

北裏(ZM) 

アドバイザー会議 
※アドバイザー席 

不在 

田口(ZM) 

星野(ZM) 
春田(LS) 

５限 田中(GKM) 田口(ZM) 田口(ZM) 田中(GKM) 田中(GKM) 

 

大学創立50周年記念イベント 

ミニ展示（6/13～） エズラ・ヴォーゲル展 

6月13日（土）に開催される城西大学創立50周年

記念、水田三喜男記念「グローバル・レクチャー」シ

リーズ講演会では、エズラ・F・ヴォーゲル氏が「東ア

ジア：これからの50年」をテーマに講演いたします。 

 これに伴い図書館では、ベストセラーとなった

『ジャパン・アズ・ナンバーワン』、ライオネル・ゲル

バー賞を受賞した『現代中国の父 鄧小平』など

ヴォーゲル氏の著書約20冊を講演会終了後に館

内で展示します。 

講演会を機に日本、

中国、そして東アジア

への理解を深めましょ

う。 

城西大学読書感想文コンテスト2015 

城西大学創立50周年を記念

し、若い世代が読書の楽しさ・

素晴らしさを体験して読書が習

慣化することを願い、図書館で

は地域と連携し、以下の要領

で読書感想文コンテストを実施します。 

 テーマ  下記に関連する、日本語で書かれた図書。 

① 真の国際性とは  ② 地域における協力 

③ 女性の活躍推進  ④ 自由テーマ 

＊学生は原則としてテーマ①②③から選択。 

応募期間 2015年9月1日（火）～ 19日（土）  

作品規定 本文2,000字以内  

※詳細は図書館Webサイト「応募要領」まで。 

各  賞  グランプリ：賞状と副賞（図書カード３万円） 

※準グランプリ、優秀賞、参加者には記念品あり 

発  表  2015年11月末日 
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図書館ツイッターの 
ＱＲコードはこちら→  

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30     

2015年6月 

開館時間 □＝9：00～21：00 ■＝9：00～19：00  

     ■＝9：00～17：00  

5月の図書館彙報 

現在、1階カウン

ター脇に、写真の

ようなボードが出

て い ま す。図 書

館で行っているイ

ベントや取り組み

を紹介しているの

で、「いいね！」と思ったものにシールを貼ってください。

投票期間は前期期間中です。皆さんはもう投票しまし

たか？ 

Information 

■図書館ガイダンスを開催中です 

■キーワードラリー参加者数 5月計17名 

■鳩山高校、共愛学園高校、桶川高校、北本高校、鶴ヶ島清風高校の高校生が見学に来ました。計78名でした。 
 

5/13  学生アドバイザーに委嘱状を渡し、正式に今年度前期10名の学生が委嘱されました。 

5/18   平成27年度第1回日本薬学図書館協議会関東地区協議会(総会)に出席しました。 

5/19  第3回ライブラリーラウンジ「日本とアメリカ合衆国での生活から見えたもの」を開催しました。学生だけで

なく、教員、地域の方など、計61名の参加者が講師の松本さんのお話を興味深く伺いました。 

5/26   日経テレコンを用いたデータベース講習会を開催しました。当日は理系学部も含め計13名の学生が、レポート

作成・就職活動に使える記事の探し方を学びました。 

5/31  オープンキャンパスで62名の方が図書館を見学しました。オープンキャンパス向けキーワードラリー参加者は

22名でした。 

6月に入り、授業が進むにつれ

てレポート課題が増えてきます。

今月の展示コーナーはレポート・

論文を書くうえで押さえておきた

い「レポート作成法」，「文献入

手」，「著作権」等に関する図書を紹介しています。 

上手に活用してレポート・論文をグレードアップさせましょう。 

6月の展示「レポート・論文作成術」 

4月に実施した「学生選書2015 

Part1」で学生総勢46名に選ば

れた図書112冊が1階カウンター

前に展示されています。選んだ

学生のコメント付きです。人気の

本はすぐに借りられてしまうのでお早目に！ 

詳しい一覧はWeb本棚「ブクログ」にも掲載さ

れています。 

ミニ展示「学生選書で選ばれた本はコレ!」 

ブクログQRコード 

図書館いいね！キャンペーン実施中！ 

雑誌『薬学図書館』60巻2号の特集《大学図書館の

キャリア支援》に、「大学図書館ができるキャリア支援ー

城西大学水田記念図書館の取り組み事例ー」が掲載

されました。当雑誌は図書館1階の図書館学雑誌コー

ナーにあります。ぜひ手に取って読んでみてください。 

当館の取り組みが雑誌に掲載されました 


